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コンテナ置場_仮設配置図

コンテナ置場_外部・内部仕上表

コンテナ置場_断面詳細図・部分詳細図

コンテナ置場_外構配置図（解体撤去）

コンテナ置場_外構配置図（新設復旧）

17枚

コンテナ置場_表紙・図面リスト

コンテナ置場_工事区分表

コンテナ置場_位置図・付近見取図・概要

コンテナ置場_敷地求積図

コンテナ置場_配置図
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コンテナ置場_構造特記仕様書

コンテナ置場_ＲＣ構造配筋標準図（１）

コンテナ置場_ＲＣ構造配筋標準図（２）

コンテナ置場_ＲＣ構造配筋標準図（３）

コンテナ置場_鉄骨構造工作標準図

コンテナ置場_ｼﾞｬｽﾄﾍﾞｰｽ(JEⅡ型)柱脚工法設計施工標準図

コンテナ置場_ﾊﾟｲﾙｽﾀｯﾄﾞ工法 設計･施工標準図

コンテナ置場_地盤調査位置図

10枚

1/100

コンテナ置場_岡山市建築設備工事（電気）仕様書 コンテナ置場_岡山市建築設備工事（機械）仕様書

コンテナ置場_雨水排水設備　平面図・桝リスト

コンテナ置場 表紙・図面リスト

1/100

1/200

コンテナ置場_電灯・監視カメラ設備平面図

コンテナ置場_監視カメラ設備平面図

3枚 2枚

合計32枚

令和７年度
岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号

中田　智之

令和７年３月

コンテナ置場_平面図・屋根伏図・立面図・断面図・面積表

コンテナ置場_各階伏図・軸組図

コンテナ置場_部材ﾘｽﾄ･鉄骨架構詳細図

コンテナ置場_岡山市建築工事特記仕様書（１）

コンテナ置場_岡山市建築工事特記仕様書（２）

コンテナ置場_岡山市建築工事特記仕様書（３）

コンテナ置場_岡山市建築改修特記仕様書（４）

コンテナ置場_岡山市建築工事特記仕様書（５）

コンテナ置場_岡山市建築工事特記仕様書（６）



 　・セメントミルク工法　　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　・1.5m程度

Ｒ０５．０１

工事名

図面名

 Ｎｏ．

縮
尺

検図 製図承認

設
 
備

建
 築

岡山市市場事業部
担当者

担当者課　長 主　幹 課長補佐 副主査 課　員

課　員副主査課長補佐主　幹課　長

Ａ－０１

を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し）を監督職員に提出し

て承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

（１）品質及び性能に関する試験データが整備されているもの

（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われているもの

（３）安定的な供給が可能であるもの

（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得している

（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があるもの

（６）販売、保守等の営業体制が整えられているもの（なお、システムとして機能するもの

にあっては、システムの構築能力があり、現場で施工体制が整えられているもの）

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能を有
するものとする。

３）本工事に使用する材料のうち、４）に指定する材料の製造業者等は、次の（１）～（６）の事項

４）製造業者等に関する資料の提出を定める材料

２)備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

　場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）　特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。［　　　　］内表示

（１）　項目は番号に○印のついたものを適用する。

番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を表す

・印と※印のついた場合は共に適用する。

・印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

（２）　特記事項は・印のついたものを適用する。

等について、監督職員と協議すること。

（６）　材料及び製造所等の記載は順不同である。

（４）　Ｇ印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」に

（５）　関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応

定める特定調達物品等を示す。

（７）「監督職員」は「監督員」と読み替える。

（建築主事等）が求める検査に必要な書類（報告書）等を用意するものとする。

（２）　建築基準法に基づく完了検査（中間検査含む）が必要な工事の場合、受注者は完了検査（中間検査含む）時には、官公署

図面、本特記仕様書及び標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標

（１）　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

（建築工事編）最新版」（以下、「標準仕様書」という。）による。

準仕様書（建築工事編）最新版」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

こと。県産材とは、岡山県の「木材業者等登録」を受けている製材業者が製材・加工した製品とする。

（３） 「岡山市内の公共建築物における県産材等の利用促進に関する方針」(H23.11.1)により、県産材等の積極的な利用に努める

Ⅱ．建築工事仕様

１．共通仕様

２．特記仕様

章

（以下「標準詳細図」という）

配置する

 ・工事車両の駐車場所　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・資機材置場　　　　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

 ・建設発生土仮置場　　（※図示　・　　　　　　　　　　）

建築工事安全施工技術指針及び建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）に基づき、工事の施工に

先立ち工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

 ※週休２日促進工事について

 ・本工事は、週休２日促進工事の対象である。週休２日促進工事特記仕様書を参照すること。

 ・本工事は、週休２日促進工事の対象外である。

※建築工事標準詳細図（最新版）　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※営繕工事写真撮影要領（最新版）　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

特　　記　　事　　項

定）」に基づき監督職員と協議するものとする）

 ・施工時間帯　　　　　※指定なし　・指定あり（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・部位別の施工順序　　※指定なし　・指定あり（・図示　・　　　　　　　　　　　　　）

 ・施工ができない日等　※指定なし　・指定あり（別添「学校行事に伴う施工ができない日等（予

項　　目

（１．３．３）

電気保安技術者

施工条件

（１．３．５）

 適用基準等

２

１
　
一
般
共
通
事
項

（１．３．７）

（１．４．１）

４ 工事安全計画書

５ 発生材の処理等

６ 環境への配慮

（１．３．１１）

・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材

・再生資源化を図るもの

・引き渡しを要するもの（　　　　）

・現場において再利用を図るもの（　　　　）

化学物質を放散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する品質及び性能を有すると共に、次の

１）から４）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す

る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

ホルムアルデヒド放散量　規制対象外

ホルムアルデヒド放散量　第三種

　　アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

　発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

②建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

環境配慮型建設機械の使用については、次の１)から３)による。

１)建設工事に伴う騒音振動対策技術指針

２)排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定

３)低炭素型建設機械の認定に関する規定

岡 山 市 建 築 工 事 特 記 仕 様 書

工　事　概　要Ⅰ．

工 事 名 称

工 事 場 所

敷 地 面 積

床 面 積(㎡)

階

階

階

階

階

階

棟　　　造 棟　　　造

㎡

棟　　　造 棟　　　造

建築面積(㎡)

消防法施行令別表第一区分

建ぺい率（指定率）

用途地域

工
　
事
　
範
　
囲

容積率（指定率）％（　　　　　％）

防火地域

別
　
途
　
工
　
事

％（　　　　　％）

・防火地域　・準防火地域　・指定なし

（１．４．２）

７ 材料の品質等

８

９ 技能士

（１．５．２）

特別な材料の工法

床型枠用鋼製デッキプレート

鉄骨柱下無収縮モルタル

無収縮グラウト材

乾式保護材

ルーフドレン

吸水調整材

既調合モルタル

既調合目地材

移動間仕切

錠前類

クローザ類

自動扉機構

自閉式上吊り引戸機構

重量シャッター

軽量シャッター

オーバーヘッドドア

防水剤

現場発泡断熱材

フリーアクセスフロア

トイレブース

煙突用成形ライニング材

天井点検口

床点検口

グレーチング

屋上緑化システム

トップライト

ポリマーセメントモルタル

可動間仕切

鋳鉄製ふた

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

工事種目 技能検定職種 技能検定作業

とび ・とび作業

ＣＢ・ＡＬＣパネル工事

防水工事

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ブロック建築

ＡＬＣパネル施工

防水施工

鉄筋施工

型枠施工

コンクリート圧送施工

とび

鉄工

・コンクリートブロック工事作業

・ＡＬＣパネル工事作業

・アスファルト防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・鉄筋組立作業

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・とび作業

・構造物鉄工作業

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

カーテンウォール工事

塗装工事

内装工事

排水工事

舗装工事

植栽工事

石材施工

タイル張り

建築大工

建築板金

内装仕上施工

建築板金

左官

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

ガラス用フィルム施工

カーテンウォール施工

サッシ施工

ガラス施工

塗装

内装仕上施工

かわらぶき

表装

配管

路面表示施工

造園

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・内外装板金作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業

・左官作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・建築フィルム作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・かわらぶき作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

・建築配管作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

・木質系床仕上げ工事作業

１０ 化学物質の濃度測定

（１．５．９）

図示した室のホルムアルデヒド、スチレン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの室内濃度を

測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督職員に報告するものとする。

パッシブ型採取機器を用いて測定を行う場合には、次の要領で測定及び分析を行う

①３０分間換気

測定対象室のすべての窓及び扉（造り付け家具、押し入れ等の収納部分の扉を含む）を開放

し、３０分間換気する。

②５時間閉鎖

①の後、測定対象室すべての窓及び扉を５時間閉鎖する。ただし、造り付け家具、押し入れ

等の収納部分の扉は開放したままとする。

③測定

イ　②の状態のままで測定する。

ロ　測定時間は、原則として２４時間とする。ただし、工程等の都合により、２４時間測定

が行えない場合は、８時間測定とする。なお、８時間測定の場合は、午後２時～３時が

測定時間帯の中央となるよう、１０時３０分～１８時３０分までの時間帯で測定する。

ハ　測定回数は１回とし、複数回の測定は不要とする。

④分析

測定対象化学物質を採取したパッシブ型採取機器を分析機関に送付し、濃度を分析する。

⑤その他

監督員から測定方法に関する注意事項等の指示を受けるものとする。

・厚生労働省の標準的方法による

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出するものとする。１１ 完成写真

撮影部位及び
形式・サイズ

提出

セット数
撮影者

・カラー印画紙キャビネ判

・電子データ（ＪＰＥＧフルカラー

　圧縮率1/4程度）

・カラー木製パネル半切（324×400mm）

カラー印画紙　・キャビネ判　※Ｌ判

※電子データ（ＪＰＥＧフルカラー

　圧縮率1/4程度）

箇所数

画素数及び

画質等

4500×3000ピクセル

以上で画像補正を行

ったもの

建築完成写真

の撮影実績が

ある者で、監

督職員が承諾

する撮影業者

外観正面

１箇所

上記と異なる

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

外部（　　）箇所

内部（　　）箇所

カラー印画紙　・キャビネ判　※Ｌ判

※電子データ（ＪＰＥＧフルカラー） 上かつ撮影したデジ

タルカメラの設定の

うち最高の画質

撮影部位は監督職員の指示による

電子データは、ＣＤ－Ｒ等で提出する

1280×960ピクセル以 
任意

 ＳＣ杭の板厚　　　※構造図による

 ＰＲＣ杭の種別　　・Ⅰ種　・Ⅱ種　・Ⅲ種　・Ⅳ種

 　なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする。

 ＳＣ杭の鋼管　　　・ＳＫＫ４００　・ＳＫＫ４９０　・　

 ネガティブフリクション対策

 　　　　　　　　　※不要　・要（構造図による）

 杭先端部形状　　　※開放形　・半開放形　・閉そく形

 杭の継手　　　　　・アーク溶接継手

 杭頭の中詰材料　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）　・　

 支持地盤　　　　　※構造図による

 施工方法

 杭頭の処理

処理方法（切断にともなう補強方法含む）

・切断しない　　・切断する

※構造図による

 　　　　　　　　　・機械式継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

 　　　　　　　　　　　工法　※評定等を受けた工法

 　　　　　　　　　　　溶接材料　　※標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　・構造図による

　　　　　　　　　   　溶接部の試験　・浸透探傷試験　※外観検査（全数検査）

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

 　　・Ｈ１３国交告第１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　　、β＝　　　、γ＝　　　

 　　　を採用できる工法

 　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法

 　　　　　　　　　　　　　・中堀り拡大根固め工法

 　※特定埋込杭工法

 　　根固め液及び杭周固定液の管理試験

 　　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による

 　　　・構造図による

　　　　　　　　　　　　　 　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　　・1.0m以上

 　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない

 　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００㎜以下　・構造図による

 杭の精度

 　杭の鉛直度　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・構造図による

 施工管理技術者　　※適用する

杭径 杭長（ｍ） 板厚

 寸法、継手、性能等

 種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　

 上杭

符号
（㎜） 及び種類の記号 (mm)

継手数
長期設計支持力

（ｋＮ／本）
備考

セット

数

 試験杭

 本杭

 中杭

 下杭

 上杭

 中杭

 下杭

３

 （４．２．２）

 （４．３．７）

 （４．４．１～６）

 鋼杭地業

 寸法、継手、性能等 　　※構造図による　・下記表による

杭径 継手数 コンクリート強度

（㎜） （Ｎ／m㎡） （ｋＮ／本）

長期設計支持力 備考杭長（ｍ）

及び種別

厚さ セット

　数

種類

 種別

 上杭

 中杭

 上杭

 中杭

 下杭

 下杭

２

地業

既製コンクリート杭

（４．２．２）

（４．３．１～７）

 　　　　　　　　　　　 　　試験の方法、報告書の記載事項等は構造図による。

 材料

 　※遠心力高強度コンクリート杭(ＰＨＣ杭)

 　・外殻鋼管付きコンクリート杭(ＳＣ杭)

 　・プレストレス鉄筋コンクリート杭(ＰＲＣ杭)

 施工管理技術者　　※適用する

　　試験杭（　　）本　　位置は構造図による

４
　
地
業
工
事

１  共通仕様 　・杭基礎

　　支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）（４．２．２）

（４．２．４） 　　　※構造図による

　・直接基礎

　　支持地盤の位置及び種類（ラップルコンクリートの底面位置含む）

　　※構造図による

　　　※構造図による

　　杭の支持層への根入れ長さ

  ・地盤の平板載荷試験　　※行わない

 　　　 　　　　　　　　　・行う（　　）箇所

 　　　 　　　　　　　　　　位置、深さ、対象地盤及び最大載荷加重は構造図による。

３
　
土
工
事

（３．２．３）

１ 埋戻し及び盛土

試験実施要領（案）」により、監督職員と協議の上、六価クロム溶出試験を行うものとする。

２ 建設発生土の処理
（３．２．５）

・材料：　　　　　　　　　　工法：

３ 山留めの撤去

（３．３．３）

※現場説明書による　・構内指示の場所に敷き均し　・構内指示の場所に堆積

（地盤沈下による近隣家屋への影響に要注意）

 ※撤去する（撤去跡　・砂締め　・　　　　）　　・撤去しない（存置範囲　・図示）

※種別　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・建設汚泥から再生した処理土(G) 表３．２．１

Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出

２
　
仮
設
工
事

１

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※　有償　・　無償　）

（２．３．１）

２ 監督職員事務所

３ 工事用水

４ 工事用電力

備品等は、監督職員の指示を受けて設置するものとする。

 足場その他

（２．２．４）

※ 別途引き込みとする

・ 構内既存の施設を利用できる（※　有償　・　無償　）

 足場を設ける場合は、標準仕様書２．２．４（２）、（３）による。

※設けない　・設ける　　　

完成図（ＣＡＤデータの提出（※　要　・　不要　））

（１．７．１～３）

※図示　・（　　　　）

（１．７．２）

保全に関する資料（提出部数　※　１部　・　　部　）

完成時の提出図書

施工図及び施工計画書

設備工事との取り合い

設計ＧＬ

１２

１３

１４

１５

１６ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風圧力風速　　Ｖｏ＝　　　ｍ／ｓ

提出書類の詳細については、別途、現場説明書による。

表１．７．１

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

積雪量　建築基準法施行令第８６条第３項の規定に基づく岡山県建築基準法施行細則による数値

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受けるものとする。

 支持地盤の設計支持力度　・　　ｋＮ／㎡以上

 支持地盤　　　　　　　　※構造図による

 施工方法

   ・特定埋込み杭工法

   ・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法

   ・Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　　、β＝　　　、γ＝

     を採用できる工法

   工法  ・中掘り拡大根固め工法　　

 杭の精度

   水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００ｍｍ以下　　・　

                   処理方法（切断にともなう補強方法含む）　　・構造図による　　

 杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同仕様）

 杭頭の処理 ・切断しない

               ・切断する

                                   溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)、(2)による　・構造図による

   杭の鉛直度　　　　　　・１／１００以内　　・評定条件または認定条件による　　・　

 杭の継手の工法　・アーク溶接継手

                        形状　  ・JIS A 5525による　　・構造図による

                        工法　※評定を受けた工法

                 ・機械式継手（※継手部に溶接金具を用いた方式のもの）

                　　　　溶接部の試験　・浸透探傷試験　※外観検査（全数検査）

 材料　　　　※再生クラッシャラン(G)　　　・切込砂利及び切込砕石

 厚さ及び使用範囲　

厚さ

・　　

使　用　範　囲

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

（４．６．２）（４．６．３）

※６０

 材料

 厚さ及び使用範囲　

厚さ

・　　

使　用　範　囲

 ・図示による　・　

 ・図示による　・　

４

５

６

 砂利地業

 直接基礎

 　スランプ　　　　※１５㎝　・１８㎝

 　設計基準強度　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

※５０

捨コンクリート地業

９  置換コンクリート地業  材料

（４．６．４）

 施工範囲　　　　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

 防湿工法　　　　　※ポリエチレンフィルム厚さ０．１５㎜以上　　

７  床下防湿層

（４．６．５）

８  地盤改良

 　　　　・深層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）

 工法　　・浅層混合処理工法（適用範囲、仕様及び計測、試験は構造図による）

防湿層の位置　　　※図示による　

 (ラップルコンクリート

 地業)

 支持地盤の長期設計支持力　・　　ｋＮ／㎡

 支持地盤　　　　　　　　　※構造図による

 　コンクリートの種類　　　※普通コンクリート　　・　

 　設計基準強度　　　　　　※１８Ｎ／ｍ㎡　　・　　Ｎ／ｍ㎡

 　スランプ　　　　　　　　※１５㎝　　・１８㎝

 形状　　　　　　　　　　　※構造図による

 杭残土（杭汚泥）の１０

 型枠使用の有無　　　　　　※有り　　・無し

 溶出量基準及び測定方法は、Ｈ３環境庁告示第４６号による。 重金属等溶出試験

１１ 杭残土（杭汚泥）

の再資源化

１０の試験結果が基準値未満の場合は、杭残土（杭汚泥）を再資源化処理施設へ搬入するものとする。

 　　　　・六価クロム溶出試験　　　　※行う（溶出量基準及び測定方法は H3 環境省告示第46号による

 カドミウム、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、セレン、ふっ素、ほう素の８種類の溶出試験を行うこと。

５
　
鉄
筋
工
事

２  溶接金網

　（５．２．２）

３  鉄筋の継手

　（５．３．４）

４  鉄筋の継手位置

　（５．３．４）

１  鉄筋の種類

　（５．２．１）

 重ね継手の長さ５

　（５．３．４）

６

７

 鉄筋の定着の長さ

　（５．３．４）

 鉄筋のかぶり厚さ

 及び間隔

　（５．３．５）

(溶接金網含む)

 ※異形鉄筋

規格の名称

（鉄筋コンクリ

　ート用棒鋼）

備考呼び径（㎜）

 ・Ｄ１９　・Ｄ２２　・Ｄ２５　・　

 ・Ｄ１６以下　

種類の記号 使用箇所

 ・　　　　・　　　　・　

 ※ＳＤ３４５

 ・　

 ※ＳＤ２９５

 ・　

 ・溶接金網

種類

 ・鉄筋格子

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

 ・壁

 ・　

部位

 ・基礎梁主筋  ・重ね継手（Ｄ１６以下）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（Ｄ１６以下）※ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ※重ね継手（Ｄ１６以下）・ガス圧接（Ｄ１９以上）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（　　　　　）・ガス圧接（　　　　　）・機械式継手（　　　　　）

 ・重ね継手（　　　　　）・ガス圧接（　　　　　）・機械式継手（　　　　　）

継手の方法と適用径

 ・図示　・　

 ・図示　・　

使用箇所 呼び径・寸法・形状(mm)

 ・　　　　・　　　　・　

 ・　

 ・基礎梁主筋

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

 ・壁

部位

 ・基礎梁主筋

 ・柱主筋

 ・大梁主筋

 ・小梁主筋

部位

 ・　

 ・　

 ・耐力壁

 ・図示　・各部配筋参考図1.3による

 ・図示　・各部配筋参考図2.1による

 ・図示　・各部配筋参考図3.1による

 ・図示　・各部配筋参考図3.4による

 ・図示　・各部配筋参考図4.2による

継手位置

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

 ・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.2のうち大きい値　・　

重ね継手の長さ

部位

 ・図示　・　

 ・図示　・　

 ・図示　・　

継手位置

 柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着長さ

 　・図示　・４０ｄと標準仕様書 表5.3.4のうち大きい値　・　

施工箇所

 ・　

 ・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する面  ※１０　・　

標準仕様書 表5.3.6に加える寸法（㎜）

 ・　

159,004.00

建築主体工事

80 400

１

３

地表面粗度区分　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

 ＰＨＣ杭の種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

小 計

合 計

㎡

㎡

商業地域

外構工事

電気設備工事

機械設備工事

2

32

構造図による

構造図による

構造図による

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
岡山市南区泉田一丁目３番１０号

一級建築士事務登録　岡第１２１４７号
Tel:086-233-2266　FAX:086-233-2262

一級建築士　　　　　第３７８８４９号

中田　智之

１

監視カメラ・ITV設備工事

上記設備工事に伴う電気設備工事

②棟

①棟

ｽﾄﾚｰﾄ

Hyper

RODEX

試験杭

試験杭

(上杭－C種　下杭－A種)

構造図による

構造図による

コンテナ置場 岡山市建築工事特記仕様書(1)

100.00

100.00

㎡100.00

㎡100.00

㎡

（15）項

100.00

P1 350

7･A

7･A 2 6 1ｾｯﾄ300

7･C

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

令和７年４月

岡山市中央卸売市場コンテナ置場新築工事

ｺﾝﾃﾅ置場棟　　　造鉄骨

1

1

4

4

2

1

岡山市南区市場1丁目1番地









工事名

図面名

 Ｎｏ．

縮
尺

検図 製図承認

設
 
備

建
 築

岡山市市場事業部
担当者

担当者課　長 主　幹 課長補佐 副主査 課　員

課　員副主査課長補佐主　幹課　長

Ａ－０５

 　　　　　　材質　　　　　※軟質　　・硬質

 　　　　　　厚さ（㎜）　　※２．０　・　

・

 合成ゴム ・４００ｘ４００ （表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１）

 ・黄色 ※塩ビ　・合成ゴム ・３００ｘ３００ ・　 ・誘導用床材、注意喚起用床

材料寸法（㎜）厚さ（㎜）種類 色柄

 ・特殊機能床材（帯電防止以外）

 ・ＦＯＢ 　床タイル  １ｘ１０ ～１０  Ω程度
７ １０

 ・　  又は体積電気抵抗値（ＪＩＳ　Ａ１４５４） ・ＦＯＡ ・帯電防止

 ・　 　床シート  １．２以上～３．２未満

 帯電防止性能評価値（ＪＩＳ　Ａ１４５５） ・ＦＳ ・帯電防止

備考色柄 厚さ（㎜）種類

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄 ・ＦＯＢ  ・　

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄  ・　 ・ＦＯＡ ※置敷形

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄  ※２．０　・　 ・ＫＴ

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄  ・　 ・ＴＴ

 ・プレーン　・マーブル　・特殊柄  ※２．０　・　 ・ＦＴ ※接着形

色柄種類 厚さ（㎜）

 ・柄物

 ・熱溶接 ・マーブル ・ＫＳ

 ・突付け ・　 ・プレーン ・ＨＳ ・発泡層のあるもの

 ・特殊柄

 ※熱溶接 ・２．５ ・マーブル ・ＴＳ

 ・突付け ※２．０ ・プレーン ※ＦＳ ※発泡層のないもの

工法厚さ（㎜）色柄種類

１９ １  接着剤

（１９．２．２）

内
装
工
事

 接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていないものとする。

２ ビニル床シート、 ビニル樹脂系材料の原材料

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル

（１９．２．２）（１９．２．３）

 接着剤のホルムアルデヒド放散量

 ・第二種 ・ループ併用
 ※ 6.5 ※ 500×500 ・ カ ッ ト  ・第一種

 ・第二種
 ・カットパイル  ※ 500×500  ※ 6.5

 ・第一種

 ・第二種
 ※ループパイル  ※ 6.5 ※ 500×500

 ※第一種

パイル形状 施工箇所種別 備考総厚さ(mm)寸法

カーペット敷き３

（１９．３．２）（１９．３．３）

表１９．４．４４  合成樹脂塗床

（１９．４．３）  　仕上げの種類　　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

表１９．４．５～７ 

５

 仕上種別　コーティング（ローラー刷毛塗り）

 塗布量　　主剤２回塗りとし、総塗布量は０．２５Ｋｇ／㎡以上とする

 見切り、押え金物の材質、種類及び形状　　※ 図示　・　

 ・弾性ウレタン樹脂系塗り床材

 材質　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　）

 　工法の種類　　　・薄膜流しのべ工法　・厚膜流しのべ工法　・樹脂モルタル工法

 　仕上げの種類　　・防滑仕上げ　・平滑仕上げ

 ・エポキシ樹脂系塗り床材

 仕上げの種類　　・防滑仕上げ　・平滑仕上げ

種類の記号

 　再生ビニル系材料の原材料の合計重量が製品の総重量比で１５％以上使用されているもの

種類の記号

種類の記号

（１９．３．２～３） 

 　※F☆☆☆☆　・　

 塗料のホルムアルデヒド放散量　　 ※F☆☆☆☆　・　

 下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ 8ｍｍ　　・　

 防じん用塗床

 塗料のホルムアルデヒド放散量　　 ※F☆☆☆☆　・　

 目地工法の種類とせっこうボードのエッジの種類

 ・継目処理

 ・突付け

 ・突付けＶ目地

 ・目透し

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り　・下張り

 ・直張り　・上張り

 ・直張り　・上張り

 ※スクェアエッジ

 ※ベベルエッジ

目地処理の種類 張り方 せっこうボードのエッジの種類

 ※テーパーエッジ　・ベベルエッジ

 天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合　　※図示による

８  せっこうボード

 その他ボード及び

 （１９．７．２）

 天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

 パーティクルボード、繊維板、木質系セメント板の原材料

 　合板・製材工場から発生する端材等の残材、建築解体木材、使用済み梱包材、製紙未利用低質

 　チップ、林地残材、かん木、小径木（間伐材を含む）等の再生資源である木質材料又は植物繊維

 　の重量比配合割合が５０％以上であること。（この場合、再生資材全体に占める体積比配合率が

 　２０％以下の接着材、混和剤等（パーティクルボードにおけるフェノール系接着剤、木質系セメ

 　ント板におけるセメント等で主要な原材料相互間を接着する目的で、使用されるもの）を計上せ

 　ずに、重量比配合率を計算することができるものとする）

 　※F☆☆☆☆　・　

 種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　※Ｄ種 表１９．６．１ ７  畳敷き

（１９．６．２）  　　　　Ｄ種の場合の畳床記号　　・ＫＴ－Ⅰ　・ＫＴ－Ⅱ　・ＫＴ－Ⅲ

 　　　　　　　　　　　　　　　　・ＫＴ－Ｋ　・ＫＴ－Ｎ

 衝撃緩和型畳　畳表　　・Ｃ１　・Ｃ２

 間伐材等の適用　　※適用する　・適用しない

 間伐材等：間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の体積比割合が

           １０％以上であること

           居室の内装材にあっては、ホルムアルデヒド放散量（ＪＡＳ規格による測定方法）が平均

 　　　　　値で０．３ｍｇ／Ｌ以下かつ最大値で０．４ｍｇ／Ｌ以下であること

６  フローリング張り

（１９．５．２～６）  種別・工法

 複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

１０

（１９．９．２）

 断熱補修材　　　・断熱材と同材

 　　　　　　　　※吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（次項による）

 　　　　　　　　・硬質ウレタンフォーム断熱材１種２号　　　　　　　　　厚さ　※２０㎜　・　

 　　　　　　　　・フェノールフォーム断熱材Ａ種　　　　　　　　　　　　厚さ　・　

 断熱材の種類　　※押出法ポリスチレンフォーム断熱材２種ｂＡ　　　　　　厚さ　※２５㎜　・　

 　　　　　　　　・押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（土間下）　厚さ　※２５㎜　・　

９  壁紙張り

（１９．８．２）

 建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

施工箇所 品質（製造所） 防火性能の級別

 図示による  図示による  図示による

 ホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

３  移動間仕切

（２０．２．４）

 パネルの操作方法による種類　　・製造所の仕様による　・図示による

 表面材質及び厚さ（㎜）　　　　※鋼板０．６　・　

 パネル圧接装置の操作方法　　　・製造所の仕様による　・図示による

 遮音性の区分　　　　　　　　　・３６未満　・３６以上　（ＪＩＳ　Ａ６５１２に準拠する）

４  トイレブース

（２０．２．５）

 仕上げ　メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 表面材　　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板

 パネル総厚さ（㎜）　　　　　　・　　　　mm程度

 ドアエッジ材質　　　　※製造所の仕様による　　・　

 脚部形状　　　　　　　※幅木タイプ　　　　　　・　

材質 表面仕上げ 直径（㎜） 取付箇所 手すり ５

 ・ＨＬ　　　　　　・　 ・ステンレス

 ・鋼製

 ・ビニル製

 ・集成材  ・ＣＬ　　　　　　・　

 ・ＣＬ　　　　　　・　

 ・６０　・４５　・３５　・　

 ・６０　・４５　・３５　・　

 ・アルミニウム  ・　

 ・溶融亜鉛めっき　・　  ・　

 ・　

 ・　

２  可動間仕切

（２０．２．３）

 ＪＩＳ　Ａ６５１２によるほか、下記による

 構造形式による種類　　　※スタッド式（・スタッド露出・スタッド内蔵）・スタッドパネル式

 表面材質及び厚さ（㎜）　※鋼板０．６　・鋼板０．８　・　

 防火性能　　　　　　　　・不燃

 パネル総厚さ（㎜）　　　・　　　　mm程度

 パネル表面仕上げ　メラミン樹脂焼付又はアクリル樹脂焼付（※常備色　・指定色）

 構成基材の種類　　　　　※図示による

 遮音性の区分　　　　　　・０　・１５程度　・３０程度　・３６以上

 パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　・　　　）　・なし

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

※３０００Ｎ　・５０００Ｎ ※３０００Ｎ　・５０００Ｎ

１  フリーアクセスフロア

（２０．２．２）

 耐震性能

 工法

 パネル寸法（㎜）

 高さ（㎜）

 床表面仕上げ材の材質

 ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ  ・１．０Ｇ　・０．６Ｇ

 ・　  ・　

 ・　  ・　

 ・　　　・　  ・　　　・　

 ※タイルカーペット  ※タイルカーペット

 ・帯電防止床タイル  ・帯電防止床タイル

 ボーダー部及びスロープ  ※メーカー仕様　・図示による  ※メーカー仕様　・図示による

 配線用取り出しパネル　　

 空調用吹き出し（吸い込み）パネル

 　※なし　　

 　・有り　（※固定式　・可変式）：　施工箇所（※図示による　・　　　　　　　　　　）　　

施工箇所

 ・置敷式  ・支柱調整式

 所定荷重

 寸法精度　　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)による　・　

 　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※２０～３０％　・製造所の仕様による

 耐荷重性能　　※変形5.0ｍｍ以下、残留変形3.0ｍｍ以下　・　

 耐衝撃性能　　※残留変形3.0ｍｍ以下及び損傷がない　・　

 ローリングロード性能　　※残留変形3.0ｍｍ以下　・　

 耐燃焼性能

 ・建築基準法に基づく不燃材料の指定又は認定を受けたもの

 ・JIS A 1450に基づく燃焼試験において、燃焼終了後の残炎時間が０秒であること

 　配線取り出し開口　　※パネル１枚につき40㎜ｘ80㎜程度の開口１ヶ所以上　・製造所の仕様による

２０

１２  断熱材の原材料

（１９．９．２～３）

 押出法ポリスチレンフォーム断熱材、グラスウール断熱材及びロックウール断熱材

 　フロン類が使用されていないこと。また、可能な限り熱損失防止性能の数値が小さいものであること。

１１

（１９．９．３）  厚さ　　　　　　・２５　・３０　・　

 施工箇所　　　　※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレイン廻りの床版下等、部分的に後張り

　　　　　　　　　 としなければいけない箇所

 　　　　　　　　・図示による

 　　　　　　　　・　

 断熱材の種類　　※Ａ種１　・Ａ種１Ｈ

 フェノールフォームを使用した断熱材、保温材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

 　　　　　　　　※F☆☆☆☆　・　

 鏡  取付箇所　　　・図示による　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 寸法（㎜）　　・図示による　・　

 表示  ・案内板　　　　　　　・施設案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 　　　　　　　　　　　・各階案内板（※標準詳細図による　・図示による）

 ・ピクトグラフ　　　　標準案内図用記号　※ＪＩＳ　Ｚ８２１０による　・図示による

 　　　　　　　　　　　形状・その他　　　※図示による

 ・施設文字　　　　　　※標準詳細図による　・　

 　　　　　　　　　　　・切抜文字（・ステンレス製・黄銅製）　・箱文字（・ステンレス製・黄銅製）

 　　　　　　　　　　　字数（　　　　）　文字の大きさ（　　　ｘ　　　）

 ・対人衝突防止表示　　・図示による

 ・非常用進入口　　　　・図示による

 案内図用記号はＪＩＳ　Ｚ８２１０による

 　　　　　　　　　　　・視覚障害者用案内板（※図示による）

 ・室名札　　　　　　　※標準詳細図による　・市販品

 厚さ（㎜）　　※５　・　

９

（２０．２．１１）

８

（２０．２．１０）

 階段滑止め  材種　　ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（・埋込工法　※接着工法）

 端部フラットエンド　※有（※タイヤと同材　・ステンレス鋼）　・無

 幅（㎜）　※約３５　・　

 型式　　　※ビニルタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　・　

 黒板及びホワイト

 ボード

７

（２０．２．９）

６

（２０．２．７）

 煙突ライニング  煙突用成形ライニング材　　適用安全使用温度　　・４００℃まで　・６５０℃まで１１

（２０．２．１３）

 形式

 スラットの材種

 ・横型ブラインド

 スラットの種類

 スラットの幅（㎜）

 ※ギア式

 ・コード式

 ・１本操作コード式

 ※２本操作コード式

 アルミニウム合金製  ・アルミスラット　・クロススラット

 ・縦型ブラインド（防炎性能を有するもの）

 ※２５　・３５

 ロールスクリーン  操作方式　・スプリング式　・コード式（チェーン式）　・電動式

 材種　　　・図示による　・　

 遮光性能　・図示による　・　

 寸法　　　・図示による　・　

（２０．２．１５）

（２０．２．１４）

１２

１３

 キャスタブル耐火材　　※煙突成形ライニング材の製造所の仕様による

 工法　　・コンクリート打込時に打ち込む

１０  タラップ

（２０．２．１２）

 ・鋼製　（表面処理　※溶融亜鉛めっき 種別Ｃ種）

 ・ステンレス製 SUS304　（表面処理　※研磨なし）

 材料及び仕上げ

 カーテン及び

 カーテンレール

 カーテンレール及び付属金物

 ・１０－６０

 ※１０－９０

 ※アルミニウム

 ・　

 ※アルマイト

 ・　

 ※角形

 ・　

施工箇所 強さによる区分 材料による区分 仕上げ 形状 カーテン用付属金物

 ・暗幕用は３００㎜以上の召し合せの重掛けとする

 ・１０－６０

 ※１０－９０

 ※アルミニウム

 ・　

 ※アルマイト

 ・　

 ※角形

 ・　

 ・片引き

 ・引分

 ※手動

 ・電動

施工箇所 開閉形式

 ・片引き

 ・引分

 ※手動

 ・電動

 ・シングル

 ・ダブル

形式

 ・シングル

 ・ダブル

１４

（２０．２．１６）

操作方式 生地の種別、品質、特殊加工等 ひだの種類

Ｒ０５．０１

 ・ビニル床シート(G)

 ・ビニル床タイル(G)

 ・特殊機能床材(G)（帯電防止）

  ・単層フローリング(G)（・フローリングボード１等　・フローリングブロック１等　・モザイクパーケット）

   ・湿式工法　・乾式工法（・釘どめ工法　・接着工法）

　※複合フローリング(G)（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）　　表層　・なら　・ヒノキ

 　・乾式工法（・釘どめ工法　・接着工法）

 ・タイルカーペット(G)

 合板張り(G)

 断熱材打込み工法(G)

 断熱材現場発泡工法(G)

 ・ホワイトボード(G)　　ほうろう　　形状及び寸法は図示による

 ・黒板(G)　　種類　・鋼製黒板　・ほうろう黒板　　色彩　※緑　・　　　形状及び寸法は図示による

 ブラインド(G)

 カーテン(G)

 ビニル幅木の高さ（㎜）　　※６０　　・７５　　・１００

 ブラインドボックス

 及びカーテンボック

 ス

 溝型×深さ(mm)　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示

 材質　・集成材(仕上げ：　　　)　    ・鋼製(仕上げ：　　　)

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮膜等の種類　※標準仕様書表14.2.1による

 　　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(押出し型材市販品)　表面処理 ・AC-1 ・AC-2(・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

１５

 床　　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　・４５０ｘ４５０　※６００ｘ６００

 　　　形式　※屋内用一般型　・密閉形

 　　　　パッキンを装着しないもの及びがたつき防止用パッキンを装着したもの

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　材料の品質及び性能

 　　　　受枠材、蓋枠材、コーナーピース、底板材、底板補強材

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　開閉方式　施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式

 　　　　その他　製造所の仕様による

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＢ－１種、ＡＢ－２種、ＢＢ－１種、ＢＢ－２種

 　　　　　鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの

 点検口  天井　材種　アルミニウム製　寸法（㎜）　※４５０ｘ４５０　・６００ｘ６００

 　　　形式　一般型　外枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　　　　　　　　内枠　・額縁タイプ　・目地タイプ

 　　　枠の許容差　±０．５㎜以内　外枠と内枠のクリアランス　片側２．０㎜以内

 　　　材料の品質及び性能

 　　　　外枠、内枠の材質

 　　　　　アルミニウム合金押出形材　ＪＩＳ　Ｈ４１００　Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

 　　　　外枠及び内枠のコーナーピース、吊り金物、取付ボルト

 　　　　　　表面処理　表１４．２．１のＡＣ－１種、ＡＣ－２種（外部はＢＢ－１種、ＢＢ－２種）

１６

 材種　・レジンコンクリート製（厚さ３０㎜）　・磁器質タイル製　　・コンクリート製（厚さ６０㎜）

 　　　・　 喚起用床材

 誘導用床材、注意

 旗竿

 旗竿受金物　　※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）製　・　

 高さ（ｍ）　　・　

 材種　　　　　・アルミニウム合金　・　

 　　　　　　　※ハンドル式（テーパー式又は同一断面式）

 形式　　　　　・ロープ式（テーパー式）

 色　　　※黄色　・　

 寸法　　※３００ｘ３００　

 表面形状　ＪＩＳ　Ｔ９２５１による

 　移動フック　　　ヶ／ｍ　　安全荷重　※１５㎏以上　・　

 ※見切り縁兼用タイプ　・　 ピクチャーレール

 材種　　※アルミニウム既製品　・ビニル既製品 天井見切り縁

 高さ　　　　　　　・図示による　・　

 　　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス　　　　・アルミフェンス

 フェンスの種類　　・ビニル被覆エキスパンドフェンス　・鋼管フェンス フェンス

 ・ステンレス製（ＳＵＳ３０４）（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ・硬質アルミニウム合金製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））

 ※塩化ビニル又はゴム製（受け枠ステンレス製（ＳＵＳ３０４））ワンライン型 くつふきマット

 ・移動式　　形状等は図示による

 ・固定式（下記以外は図示による） 鋼製書架及び

 　鋼製物品庫　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による　・　

 　鋼製書架　　　※ＪＩＳ　Ｓ１０３９による　・　

 形状寸法　　　※図示による　・　

 施錠装置　　　※有り　・無し

 掲示板面材質　・　

 照明器具　　　・有り　・無し

 本体材質　　　※ステンレス製　・　 屋外掲示板(G)

 物品棚(G)

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

備考高さ（㎜）柱径・肉厚（㎜）材種形式

 ・　

 ・ＧＬ＋700

 ・　

 ・φ76.3　ｔ＝2.0

 ・　

 ・ステンレス製

 車止め柵

 　※規制対象外　・第三種

 合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量 既製家具２５

２６

 ｺﾝｸﾘｰﾄの設計基準強度　※水ｾﾒﾝﾄ比55％以下､単位ｾﾒﾝﾄ量の最小値300kg/㎡を満足する調合強度  ・図示 

 配筋  ※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する  ・図示          取付け方法  ※図示 　

 材種　・間知石(・花こう岩 ・凝灰石)　・ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ(種類（　　　)　質量区分（・Ａ ・Ｂ）)

　　（２０．４．２～３）

 ブロック積み

 間知石及び間知

 積み方　※谷積み ・布積み　　目塗り　・行う ・行わない　　伸縮調整目地　材種、厚さ　※図示 ・　

　　（２０．３．３～４）

 プレキャストコン

 クリート

２７

２８

 材質　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　・人工大理石　

   ・回転降下式　　　　　材質 ※鋼板製又はｱﾙﾐ製  　 高さ(㎜) ※500 ・    表面仕上げ ※天井材張り ・　　　　　　

   ・垂直降下式(巻取型)  材質 ※不燃布(不燃認定品)  高さ(㎜) ※500 ・    ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ※壁埋込固定式 ・天井収納可動式

 ・可動式〔降下機構　煙感知器連動及び手動開放装置(埋込型)〕

 材質 、形状、寸法  ※図示       補強金物　　※地震時転倒防止及び扉開き落下防止

 合板類、MDF、パーティクルボード、接着剤及び塗料のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外　・　　

 材質　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　・人工大理石　・　

 ・固定式（アルミ製枠付き）

 　　材質 ※網入り磨き板ｶﾞﾗｽ ・線入り磨き板ｶﾞﾗｽ　　厚さ(㎜) ※6.8 ・　　　高さ(㎜) ※500 ・     

 防煙垂壁

 洗面カウンター

 収納家具

２９

３０

３１

３２  流し台ユニット

 ・コンロ台

 ・つり戸棚

 ・水切り

 ・流し台

種類 Ｗ Ｄ Ｈ 備考

 ・1200 ・1500

 ・1800

 ・600

 ・900  ・1200

 ・1200 ・900 ・600

 ・550 ・600

 ・650

 ・550 ・600

 ・650

 ・450

 ・800 ・850

 ・620 ・670

 ・500 ・700

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ有り 天板ｽﾃﾝﾚｽ製

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 仕上げ ※化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・ 　

 ｽﾃﾝﾚｽ製 ・1段式 ・　

寸法(mm)

 市販品とする　　品質性能はJIS A 4420による　　形状　※図示　・　　　

２  側塊、排水枡等  ・鋳鉄製ふた

 　　型式　　※水封型　・簡易密閉型　・密閉型　・中ふた付密閉型

 　　適用荷重（安全荷重〔ｋＮ〕）

 　　　屋外用　・Ｔ－２用（５）　※Ｔ－６用（１５）　・Ｔ－２０用（５０）　・　

 　　　屋内用　・Ｔ－２用（５）　・　

 　　鍵　　　・有　・無

 ・グレーチング

種類 形式 用　途 適用荷重 上面形状

 ・ステンレス製

 ・受枠付

 ・ボルト

 　固定

 ・受枠付

 ・ボルト

 　固定

 ・溝ふた（横断用）

 ・溝ふた（側溝用）

 ・桝ふた用

 ・Ｕ字溝用

 ・溝ふた（横断用）

 ・溝ふた（側溝用）

 ・桝ふた用

 ・Ｕ字溝用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・Ｔ－２０用

 ・歩行用

 ・Ｔ－２用

 ・Ｔ－６用

 ・Ｔ－１４用

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ・普通目　・細目

 ※凹凸形

 ・　

 ・凹凸形

 ・平形

 ・鋼製

メインバーピッチ

（２１．２．１）

排
水
工
事

１  排水管

（２１．２．１）

 ・遠心力鉄筋コンクリート

 ・硬質ポリ塩化ビニル管

 　　種類　　　※外圧管１種　・　

 　　継手　　　※ゴム接合　　・モルタル接合

 　　　　　　　　建物外での硬質ポリ塩化ビニル管であって、使用済み塩化ビニル管を原材料とする塩化

 　　　　　　　　ビニルが製品全体重量比で３０％以上使用されていること

 　　呼び径　　※図示　　　　・　

 　　呼び径　　※図示　　　　・　

 　　種類　　　・ＶＰ     ・ＶＵ

 種類　・縁石　・Ｕ形側溝　・Ｕ形側溝溝ふた　・Ｌ形側溝　　 　　形状、寸法　※図示　・　３

　　（２１．３．１～２）

 街きょ、縁石、側溝

 地業の材料　※標準仕様書4.6.2(1)による　・図示　　　　　　　　 砂利地業の厚さ　※100mm  ・図示

 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎等に用いる材料 ※標準仕様書21.2.1(8)による ・図示　　砂の粒度試験 ・行う ・行わない

舗
装
工
事

１２２

（２２．２．２～５）

 路床

 支持力比（ＣＢＲ）試験　　※行わない　・行う（※乱した土　・乱さない土）

 締固め度の試験　　　　　　※行わない　・行う

 路床の構成　　　　　　　　※標準詳細図による　・　

２  路盤

（２２．３．２～５）

 締め固め度試験　※行わない　・行う

 路盤の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

３  アスファルト舗装

（２２．４．２～６）

 加熱アスファルト混合物等の種類

 　※表層　　※密粒度アスファルト混合物（１３）

 　　　　　　・細粒度アスファルト混合物（１３）

 　　　　　　・　

 　・基層　　・粗粒度アスファルト混合物（２０）

 シールコート　　　　　　　　　　※行わない　・行う

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 車道部の基層　　・あり　・なし

（２２．５．２～６）

 コンクリート舗装４

 舗装の構成　　　　　　　　　　※標準詳細図による　・図示による

 溶接金網　　　　　　　　　　　※使用する（１５０Ｘ１５０Ｘ６φ）　・使用しない

 コンクリート版の厚さの試験　　※行わない　・行う

 コンクリート　　　　　　　　　※標準仕様書表22.5.1による　・　

 透水性アスファルト

 舗装

 舗装の構成　　　※標準詳細図による　・図示による　

（２２．７．２～６）

５

 透水性舗装フィルター層　　※適用しない　・適用する（厚さ　　　）

 凍上抑制層　　　　　　　　※適用しない　・適用する（厚さ　　　）

 路床安定処理　　　　　　　※適用しない　・適用する（方法　　　　　）

 現場ＣＢＲ試験　　　　　　※行わない　・行う

 　・１種　　　・２種　　　※３種１号

表２２．８．１

 ブロック系舗装  舗装の構成　　　　※標準詳細図による　・図示による

 ※インターロッキングブロック

 　形状（・長方形　・正方形　・六角形）　厚さ（・６０　・８０　・１００）

 　表面加工　　　　・ショット仕上げ

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック類（プレキャスト無筋コンクリート製品）

 ・再生材料を用いた舗装用ブロック（焼成）

 　材質（※コンクリート　・　　　　　）　種類（※普通　・透水性　・保水性）

（２２．８．２）（２２．８．３）

 区画線  路面表示用塗料（ＪＩＳ　Ｋ５６６５（路面表示用塗料）による）

６

７

 アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　・行う

 アスファルト　　※再生アスファルト　・ストレートアスファルト

 色　　※白　・　　　　　塗布幅　　※図示による　・　　　　　塗布厚さ　　※1.0　・　

 　クッション材　　・空練りモルタル　・砂

 盛土に用いる材料（表3.2.1による）　　・A種　※B種　・C種　・D種　・建設汚泥から再生した処理土(G)

 路盤材料　　　　※再生材クラッシャラン(G)　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ(G)

 アスファルト　　※再生アスファルト(G)　・ストレートアスファルト

 骨材　　　　　　※道路用砕石　・アスファルトコンクリート再生骨材(G)

 骨材　　　　　　※道路用砕石　・アスファルトコンクリート再生骨材(G)

 　　　　　　　・ＲＳ－ＶＵ(G)

 ・　

  （・標準品　・ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式）

 ・上下式内蔵式

 ﾄﾗｯﾌﾟ付き 天板ｽﾃﾝﾚｽ製

 ・操作棒式

 ・８０以上　・１００

 ・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

 ・２．０

 ・　

 ・Ｔ－２０用

 合板の張付け　　・A種　　・B種

２１

Ｕ.Ｄ.Ｄ設計会社
式株

株式会社ユー・ディ・ディ設計
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